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第２回南第三・南第四地区新たな学校づくり基本計画検討会 議事要旨 
  

  

開催日時 202６年７月１３日（月） ９：２８～１０：０１（実地踏査の時間は含まず） 

開催場所 南第四小学校 １階会議室（ウェブ会議併用） 

出席者 

(敬称略) 

委員 濱野委員、和田委員、井能委員、五十嵐委員、内田委員、清水委員、細川委

員、大貫委員、◎工藤委員、大波多委員、○貝原委員、窪田委員（◎会長 ○

副会長） 

事務局 教育総務課、新たな学校づくり推進課、施設課、学務課、保健給食課、指導

課、学務課、児童青少年課 

傍聴者 １名 

 

議事内容（敬称略） 

 

１ 第１回検討会の振り返りについて 

新たな学校推進課 （資料１説明） 

 

２ 学童・まちともについて 

児童青少年課  （資料２説明） 

 

３ 新たな学校の通学について 

学務課  （資料３－１、３－２説明） 

委員  ②の道は、バスが走っている道路沿いの道だが、この近辺の児童は使用するかも

しれないが、ほとんどは使わず、一番近い中の道を通るのではないかと思う。 

学務課  今回は、通学路をこちらで決定するという話ではなく、①と②のルートを歩いて

いただき、どういった道が通学路にふさわしいのか、適切なのかを皆さんに考えて

いただきたいと思っている。 

 ②の道については、近さというのも大切だとは思うが、何よりも安全に登下校で

きることのほうを重視していければとは思っている。今日歩いて見ていただき、こ

の道は安全、この道は危険、というところをご確認いただき、どういった道を通学路

に指定するのがいいのかを考えていただければと思う。 

委員  今回は南第四小学校が仮校舎に移転するための通学路の実地調査ということだ

が、南第三小学校が統合されたときの通学路の実地調査はまた別に行われるのか。 

 また、先ほど他の委員も言ったように、②の道はこの大通りの近くに住んでいる

児童が使う程度で、中の道、もしくは南第四小学校の前を通るルートを使う児童が

多いのではないかと思うため、この道を歩く意味があまりないのではないかと思う。 

学務課  南第三小学校が統合する際の通学路は、また改めて皆さんで歩いていただき、検

討を行っていただきたいと思っている。今回はあくまでも南第三・南第四地区の検

討会として、まずは南第四小学校が仮校舎に移る際の通学路をどうするかというと

ころを皆さんで一緒に考えていただくため、歩いていただくことを考えている。 
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 続いて、②のルートについて、今回は歩車分離、車道と歩道がきちんと分離されて

いる道を通っていただこうと思っている。やはり通学路の中では、歩車分離されて

いる道が一番安全と考えている。もちろん近い道というのも大切であり、実際には

児童が歩いているというところも理解はしてはいるが、それよりも歩車分離されて

いて安全な道を通るべきなのではないかというところも含めて、この道を通学路に

決定するということではなく、どちらがいいのかを皆さんに考えていただければと

思い、②の道を歩きたいと思っている。 

委員  歩車分離で安全だと思われているところは、むしろ実踏しなくてもいいのではな

いかと思う。それよりも児童が使いそうで狭い道を実踏するほうがいいと思う。 

会長  今後の一つの課題として受け止めていく。 

委員  南第四小学校から一番遠く、南中学校からも遠い、例えば成瀬が丘周辺などから

細い道を歩いたほうがいいのではないか。 

学務課  実際には少し遠くから通っている成瀬が丘三丁目、二丁目の児童もいるため、そ

ういった道を今後歩くことも必要かと思っている。今回の実地踏査では、あくまで

も通学路がどういった道がいいかというのを皆さんに考えていただきたいと思って

いる。通学路を指定する際には、また皆さんに改めて通学路を歩いていただき、どの

道が通学路とするのに適切なのかを考えていただければと思う。 

指導課  （資料３－３説明） 

委員  南第三小学校の取組について、私のほうから説明をさせていただく。 

 現在、各クラスに教科書を集めて置いておくボックスを購入し、ロッカーの上に

設置している。１年生から６年生まで全ての学年が教科書をしっかりと置き、主に

クロームブックを持ち帰って宿題をしている。しかし、それだけでは足りない面が

あるため、音読をしっかりさせるために国語の教科書を持ち帰らせている。また、漢

字ドリルと漢字ノートも持ち帰らせている。算数など、他の教科で宿題等が出る際

には、教科書やノート等を考慮しながら、重くならない程度に持ち帰らせている。 

委員  続いて、南第四小学校について説明させていただく。 

 今お話があったように、南第三小学校とほとんど内容的には同じように取り組ん

でいる。必要な教科、宿題等、家庭に持ち帰ってやらなければいけないものだけを持

ち帰ることを原則としている。これは町田市全体で取り組んでいることであり、他

校でも同様かと思う。クロームブックも家に帰って充電、または学校で使わないと

きに充電して活用している。 

 

４ 次回開催予定 

新たな学校推進課 第３回基本計画検討会 

    2026年９月28日（月）９時30分 南第三小学校多目的ホール 

 

５ 通学路実地踏査 

 （現地解散・閉会） 


